
活動目標 すこやかに育て いわてっ子

「森のしずく公園清掃　御所地区の中学生」 「3学年　振る舞い餅」

「1学年　よしゃれ祭パレード」 「２学年　虹色コンパス」

雫石町立雫石中学校 PTA

・会長あいさつ、定時社員総会……………２
・令和 5年度役員紹介… ……………………３
・令和 4年度決算、令和 5年度予算… ……４
・PTA広報コンクールの審査結果… ………５

　本校は、町唯一の中学校であり、５ 小学校区から生徒を迎え入れる広大な地域にあり

ます。

  雫石町は人口 １ 万 ６ 千人ほどで、自然が美しい「虹の似合うまち」であります。ＪＲ田

沢湖線と国道 4６ 号線により、東に約 １６ km で結ばれる県都盛岡の衛星都市として発展

してきました。教育に対する保護者の関心は高いです。また、本校に寄せる町民の期待

も大変大きく、確かな学力と健全な心身の育成のため、地域と家庭が一体となり教育環

境の充実を図るべく厚く学校を支援してくださっています。 （事務局　古舘教之）

・提言「正しい姿勢」を手に入れて
　　子ども達を守ろう！……………………６
・北から南から………………………………７
・国内研修事業に参加して…………………８
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一
般
社
団
法
人
岩
手
県
P
T
A
連
合
会

�

会
長　
山
下
　
泰
幸

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

よ
り
本
連
合
会
の
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
去
る
６
月
４
日
の
定
時
社
員
総
会
に
お

き
ま
し
て
、
令
和
５
年
度
の
会
長
に
承
認
い

た
だ
き
ま
し
た
山
下
泰
幸
と
申
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
私
達
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
学
校
行
事
や

P
T
A
活
動
が
制
限
さ
れ
て
思
う
よ
う
に
で

き
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
本
連
合
会
で

は
、今
で
き
る
最
善
の
方
法
は
何
か
を
考
え
、

セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

す
る
な
ど
少
し
で
も
参
加
し
や
す
い
方
法
を

選
択
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
現
在
を
生
き
る
私
達
に
と
っ
て
、
よ
り
P

T
A
活
動
に
参
加
し
や
す
い
仕
組
み
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
位
置
付
け
が
第

５
類
へ
と
見
直
さ
れ
、
徐
々
に
活
動
を
再
開

し
て
い
け
る
年
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
培
っ
た

教
訓
や
成
果
を
活
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
代

に
合
わ
せ
た
P
T
A
活
動
の
あ
り
方
を
考

え
、
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
活
動
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
県
内
の
子
供
た
ち
が
未
来
を
思
い
描
き
自

分
の
や
り
た
い
事
に
、
夢
中
に
な
れ
る
環
境

を
、
私
達
保
護
者
が
情
報
を
共
有
し
手
を
取

り
合
っ
て
作
り
上
げ
て
い
き
、
人
と
人
の
繋

が
り
を
大
切
に
し
て
関
わ
る
全
て
の
人
に
感

謝
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
保
護
者
の
背
中

を
、
子
供
た
ち
に
見
せ
て
、
地
域
に
愛
着
の

あ
る
P
T
A
を
未
来
に
繋
げ
て
行
く
よ
う
、

と
も
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
家
庭
・
学
校
・
地

域
・
行
政
と
が
連
携
を
取
り
合
い
、
今
ま
で

以
上
に
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
増
え
る
よ
う
、

精
一
杯
努
め
て
参
る
思
い
を
込
め
ま
し
て
、

会
長
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

６
月
４
日
（
日
）、

今
年
度
の
定
時
社
員
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
３
件
の
議
案
に
つ
い

て
審
議
し
、
す
べ
て
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

１
号
議
案

令
和
４
年
度
事
業
報
告

の
承
認
を
求
め
る
件

　

昨
年
度
に
引
き
続

き
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

が
様
々
あ
る
中
の
事
業

で
し
た
。

　
７
月
に
は
岩
手
県
P

T
A
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

を
３
年
ぶ
り
に
現
地
参

集
型
で
開
催
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

も
併
用
し
て
の
新
し
い
形
で
の
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
、花
巻
地
区

セ
ミ
ナ
ー
を
３
年
ぶ
り
に
現
地
参
集
型
で
開

催
で
き
た
も
の
の
、一
関
地
区
セ
ミ
ナ
ー
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、全
県
の
会
員
を
対
象
と

し
た
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て
の
オ
ン
ラ
イ

ン
講
演
会
と
い
う
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

２
号
議
案

令
和
４
年
度
収
支
決
算
の
承
認
を
求
め
る
件

　
予
算
額
に
対
し
て
支
出
額
が
抑
え
ら
れ
ま

し
た
。
全
国
研
究
大
会
は
東
北
大
会
を
兼
ね

て
山
形
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
セ
ミ

ナ
ー
が
中
止
と
な
っ
た
り
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

と
な
っ
た
こ
と
で
、
旅
費
等
の
助
成
が
減
額

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

３
号
議
案

令
和
５
年
度
役
員
選
出
に
関
す
る
件

　
昨
年
度
が
２
年
に
一
度
の
役
員
改
選
の
年

で
し
た
の
で
、
今
年
度
は
欠
員
と
な
っ
た
理

事
・
監
事
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
開
催
さ
れ
た
新
年
度
の
理
事
・

監
事
に
よ
る
第
２
回
理
事
会
に
お
い
て
、
新

た
に
会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。（
紹
介
は
３
ペ
ー
ジ
）

新たな年度のスタート
―令和 ５ 年度定時社員総会―

会
長
あ
い
さ
つ

子
供
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
、

知
恵
を
出
し
合
い
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

令和５年度役員の紹介です
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会
長
（
代
表
理
事
）

山
下　
泰
幸　

（
新
任
）

①
盛
岡
ブ
ロ
ッ
ク

②
松
園
小
P
T
A
会
長

副
会
長
（
理
事
）

向
井　
　
隆　

（
継
続
）

①
第
1
ブ
ロ
ッ
ク

②
九
戸
中
P
T
A
会
長

③
二
戸
地
区
P
連
副
会
長

福
田　
育
英　

（
新
任
）

①
盛
岡
ブ
ロ
ッ
ク

②
見
前
南
中
P
T
A
副
会
長

髙
橋　
貴
士　

（
新
任
）

①
第
２
ブ
ロ
ッ
ク

②
柏
台
小
P
T
A
会
長

③
岩
手
地
区
P
連
会
長

小
川
さ
つ
き　

（
新
任
）

①
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

②
上
野
中
P
T
A
会
長

③
和
賀
地
区
P
連
会
長

金
野　
貴
博　

（
継
続
）

①
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

②
猪
川
小
P
T
A
会
長

昆　
　
尚
人　

（
新
任
）

①
第
５
ブ
ロ
ッ
ク

②
山
田
小
P
T
A
会
長

③
山
田
町
P
連
会
長

山
口　
真
樹　

（
継
続
）

①
県
母
親
委
員
会

②
上
田
中
P
T
A
副
会
長

③
県
母
親
委
員
長

理
事

谷　
幸
輔
（
新
任
）

①
第
1
ブ
ロ
ッ
ク

②
種
市
中
P
T
A
会
長

③
久
慈
地
区
P
連
会
長

佐
々
木　
勉
（
新
任
）

①
第
２
ブ
ロ
ッ
ク

②
紫
波
東
学
園
P
T
A
会
長

③
紫
波
地
区
P
連
会
長

鎌
田　
哲
暢
（
新
任
）

①
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

②
花
巻
北
中
P
T
A
会
長

③
花
巻
市
P
連
会
長

阿
部　
　
雄
（
新
任
）

①
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

②
衣
川
中
P
T
A
会
長

③
胆
江
地
区
P
連
会
長

河
合　
純
子
（
新
任
）

①
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

②
室
根
小
P
T
A
会
長

③
一
関
地
方
P
連
会
長

岩
城　
　
覚
（
新
任
）

①
第
５
ブ
ロ
ッ
ク

②
吉
里
吉
里
小
P
T
A
会
長

③
上
閉
伊
地
区
P
連
会
長

和
田　
　
英
（
新
任
）

②
岩
手
県
小
学
校
長
会

　
（
上
田
小
校
長
）

久
慈　
　
孝
（
新
任
）

②
岩
手
県
中
学
校
長
会

　
（
盛
岡
・
河
南
中
校
長
）

佐
藤　
和
史
（
新
任
）

②
岩
手
県
小
中
学
校
副
校
長
会

　
（
黒
石
野
中
副
校
長
）

八
重
樫
千
晶
（
継
続
）

②
岩
手
県
教
職
員
組
合

　
（
中
央
執
行
副
委
員
長
）

常
務
理
事

西
郷　
　
晃
（
新
任
）

②
県
P
連
事
務
局
長

監
事

齋
藤　
　
勝
（
新
任
）

①
第
1
ブ
ロ
ッ
ク

②
普
代
小
P
T
A
会
長

③
久
慈
地
区
P
連
副
会
長

髙
橋　
数
馬
（
継
続
）

①
盛
岡
ブ
ロ
ッ
ク

②
杜
陵
小
P
T
A
会
長

女
鹿　
隆
徳
（
新
任
）

①
第
２
ブ
ロ
ッ
ク

②
矢
巾
中
P
T
A
会
長

③
紫
波
地
区
P
連
会
長

渋
川　
誠
親
（
新
任
）

①
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

②
黒
沢
尻
東
小
P
T
A
会
長

③
北
上
市
P
連
副
会
長

後
藤　
貴
昭
（
新
任
）

①
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

②
厳
美
中
P
T
A
会
長

③
一
関
市
P
連
副
会
長

芳
賀　
　
光
（
新
任
）

①
第
５
ブ
ロ
ッ
ク

②
吉
里
吉
里
中
P
T
A
会
長

③
大
槌
町
P
連
会
長

令
和
5
年
度
の
会
長・副
会
長・理
事
・

監
事
を
紹
介
し
ま
す

�

（
①
ブ
ロッ
ク
　
②
所
属・役
職
　
③
地
区・市
町
村
で
の
役
職
）
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Ⅰ事業活動収支の部 単位 : 円

1. 事業活動収入
　特定資産運用収入 1,000
　世帯割会費収入（200 円） 15,000,000
　共済掛金収入（600 円） 50,630,000
　参加費収入 3,000,000
　補助金等収入 150,000
　雑収入 48,000
　　事業活動収入計 68,829,000
2. 事業活動支出
　事業費支出 80,194,770
　管理費支出 6,979,930
　　事業活動支出計 87,174,700
　　事業活動収支差額 △ 18,345,700
Ⅱ投資活動収支の部
1. 投資活動収入
　特定資産取崩収入 1,000
　　投資活動収入計 1,000
2. 投資活動支出
　特定資産取得支出 1,955,714
　固定資産取得支出 200,000
　　投資活動支出計 2,155,714
　　投資活動収支差額 △ 2,154,714
Ⅲ財務活動収支の部
　　財務活動収入計 0
　　財務活動支出計 0
　　財務活動収支差額 0
Ⅳ予備費支出 500,796
　　　当期収支差額 △ 21,001,210
　　　前期繰越収支差額 607,202,080
　　　次期繰越収支差額 586,200,870

Ⅰ事業活動収支の部 単位 : 円

1. 事業活動収入
　特定資産運用収入 0
　世帯割会費収入 (200 円 ) 15,407,400
　共済掛金収入 (600 円 ) 52,311,600
　参加費収入 0
　補助金等収入 150,000
　雑収入 34,502
　　事業活動収入計 67,903,502
2. 事業活動支出
　事業費支出 57,491,594
　管理費支出 6,207,723
　　事業活動支出計 63,699,317
　　事業活動収支差額 4,204,185
Ⅱ投資活動収支の部
1. 投資活動収入
　特定資産取崩収入 100,000
　　投資活動収入計 100,000
2. 投資活動支出
　特定資産取得支出 2,027,315
　固定資産取得支出 0
　　投資活動支出計 2,027,315
　　投資活動収支差額 △ 1,927,315
Ⅲ財務活動収支の部
　　財務活動収入計 0
　　財務活動支出計 0
　　財務活動収支差額 0
Ⅳ予備費支出 ―
　　　当期収支差額 2,276,870
　　　前期繰越収支差額 604,925,210
　　　次期繰越収支差額 607,202,080

事業名 期日 開催場所
岩手県PTAリーダー研修会 7／1（土） 矢巾町・田園ホール
共済事業担当者事務説明会 7／28（金） いわて県民情報交流センター
日本PTA全国研究大会広島大会 8／25（金）・26（土） 広島県内 ９会場
紫波地区家庭教育セミナー ９／2（土） 矢巾町・田園ホール
日本PTA東北ブロック研究大会
富谷黒川大会 10／14（土）・15（日） 富谷スポーツセンター他 5会場

岩手県PTA連合会研究大会宮古大会
宮古地区家庭教育セミナー 12／９（土） 宮古市民文化会館　他

日本PTA全国協議会年次表彰式 11／24（金） ホテルニューオータニ（東京）
岩手県PTA連合会年次表彰式 12／3（日） ホテルメトロポリタン盛岡
臨時社員総会 翌年 3／2（土） サンセール盛岡
国内研修事業（中学 2年生対象） 翌年 3月下旬 （未定）

※ 7月 1日現在の予定です

本年度の主な事業予定

※詳細は令和 5 年度定時社員総会議案書をご参照ください。

令和 5年度予算の概要 令和 4年度決算の概要

（詳細については、その都度ご案内します）
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「
ぶ
ち
っ
こ
」「
み
つ
い
し
」
が
最
優
秀
賞
に
輝
く

岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

�

入
賞
作
品
決
ま
る

　

今
年
度
の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
県
内
小
学
校
よ
り
43
校
、
中

学
校
18
校
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
審
査
会
を
５
月
23
日
（
火
）

に
行
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
小
学
校
P
T
A

の
部
で
は
遠
野
市
立
土
淵
小
学
校

P
T
A
の
「
ぶ
ち
っ
こ
」
が
、
中

学
校
P
T
A
の
部
で
は
盛
岡
市
立

下
小
路
中
学
校
P
T
A
の
「
み
つ

い
し
」が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

小
学
校
の
部

【
最
優
秀
賞
】（
１
点
）

遠
野
市
立
土
淵
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
ぶ
ち
っ
こ
」

【
優
秀
賞
】（
2
点
）

盛
岡
市
立
生
出
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り　
参
加
・
協
働
」

中
学
校
の
部

【
最
優
秀
賞
】（
１
点
）

盛
岡
市
立
下
小
路
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
み
つ
い
し
」

【
優
秀
賞
】（
１
点
）

盛
岡
市
立
見
前
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
た
か
や
ぐ
ら
」

【
優
良
賞
】（
2
点
）

盛
岡
市
立
渋
民
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
や
ま
な
み
」

遠
野
市
立
遠
野
東
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
東
中
の
風
」

【
奨
励
賞
】（
４
点
）

盛
岡
市
立
下
橋
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
下
橋
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
」

盛
岡
市
立
大
宮
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
お
お
み
や
」

盛
岡
市
立
乙
部
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
紅
麗
」

矢
巾
町
立
矢
巾
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
メ
タ
セ
コ
イ
ア
」

講
評

岩
手
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文

化
財
課
社
会
教
育
主
事

　
阿
部　
貴
弘
氏
（
審
査
委
員
）

《
優
れ
て
い
た
と
こ
ろ
》

　
題
字
や
記
事
の
字
体
、
写
真
の

レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
、
目
を
引
く
広

報
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

難
し
い
内
容
の
記
事
で
あ
っ
て

も
、
図
や
グ
ラ
フ
を
効
果
的
に
使

う
な
ど
、「
分
か
り
や
す
く
各
会

員
へ
届
け
よ
う
」
と
い
っ
た
見
る

側
の
視
点
に
立
っ
た
広
報
の
作
成

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
活
動
の
情
報
以
外
に

も
、
保
護
者
の
活
動
を
幅
広
く
発

信
し
て
い
る
広
報
が
目
に
留
ま
り

ま
し
た
。
全
会
員
を
対
象
と
し
た

活
動
だ
け
で
な
く
、
役
員
の
活
動

に
も
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ

り
、
開
か
れ
た
P
T
A
活
動
に
繋

が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
地
域
の
安
全
マッ
プ
の
掲
載
は
、

子
ど
も
の
安
心
・
安
全
な
登
下
校

に
つ
な
が
る
情
報
で
あ
り
、
保
護

者
に
と
っ
て
大
切
で
す
。
ま
た
、

学
区
の
地
域
紹
介
な
ど
、
改
め
て

地
域
の
情
報
を
会
員
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
は
、
学
校
と
家
庭
、
地

域
が
連
携
す
る
た
め
の
大
切
な
取

り
組
み
の一つ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

遠
野
市
立
遠
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
だ
い
に
ち
」

【
優
良
賞
】（
３
点
）

盛
岡
市
立
城
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
城
南
」

盛
岡
市
立
本
宮
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
も
と
み
や
」

盛
岡
市
立
飯
岡
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
す
ず
か
け
」

【
奨
励
賞
】（
４
点
）

盛
岡
市
立
仁
王
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
に
お
う
」

盛
岡
市
立
中
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
な
か
の
」

一
関
市
立
山
目
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
蘭
梅
」

遠
野
市
立
遠
野
北
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
ひ
ま
わ
り
」

　
P
T
A
会
長
と
生
徒
会
長
と
の

座
談
企
画
な
ど
、斬
新
な
ア
イ
デ
ィ

ア
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
形
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

新
し
い
企
画
や
内
容
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
は
、
活
動
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

《
今
後
に
期
待
す
る
こ
と
》

　
脈
々
と
継
続
さ
れ
て
い
る
企
画

や
内
容
を
大
切
に
す
る
姿
勢
は
、

会
員
の
安
心
感
に
つ
な
が
り
ま

す
。
一
方
で
、
旬
な
話
題
や
新
し

い
内
容
の
企
画
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
は
、
見
る
側
の
興
味
関
心

を
惹
き
つ
け
、
P
T
A
活
動
に
対

し
新
鮮
な
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
に

繋
が
り
ま
す
。

　
学
校
行
事
の
写
真
掲
載
に
留
ま

る
こ
と
な
く
、
そ
の
写
真
を
保
護

者
の
視
点
を
切
り
口
に
記
事
を
作

成
す
る
な
ど
の
工
夫
が
あ
る
と
、

P
T
A
主
体
の
広
報
に
生
ま
れ
変

わ
る
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

P
T
A
活
動
の
目
的
は
、「
子

ど
も
の
健
全
な
育
成
」
で
す
。
こ

の
根
幹
で
あ
る
大
切
な
目
的
と
、

学
校
の
教
育
目
標
の
実
現
、
さ
ら

に
は
地
域
の
特
色
も
十
分
に
生
か

さ
れ
る
よ
う
な
広
報
の
制
作
・
発

行
が
続
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

ＰＴＡ改革元年と位置付け
リニューアルした「ぶちっこ」

ＰＴＡ活動を考えるアンケートが
盛り込まれた「みついし」
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提　
言

『
正
し
い
姿
勢
』
を
手
に
入
れ
て

�

子
ど
も
達
を
守
ろ
う
！

　
　
全
国
姿
勢
調
整
師
会
認
定 

姿
勢
調
整
師

　
　
一
般
社
団
法
人
Ｋ
Ｃ
Ｓ
認
定 

姿
勢
科
学
士�

多
田　
晃

　
お
初
に
お
目
に
か
か
り
ま
す
。

『
姿
勢
の
専
門
家
※
』
の
多
田
晃

で
す
。
私
は
盛
岡
市
と
大
船
渡
市

で
姿
勢
調
整
師
と
し
て
臨
床
活
動

を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち

は
定
期
的
な
姿
勢
調
整
の
体
験
会

や
講
座
、
県
内
在
住
の
博
士
（
健

康
科
学
）
を
招
き
講
演
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
啓
発
活
動
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
度
は
、
岩
手
県

内
各
地
で
実
施
し
て
い
る
第
15
回

岩
手
県
民
の
健
康
を
考
え
る
講
演

会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
「
岩
手

県
P
T
A
連
合
会
様
」
か
ら
継
続

的
に
後
援
を
い
た
だ
い
て
き
て
お

り
ま
し
た
が
、
ご
担
当
者
様
か
ら

お
声
が
か
か
り
記
事
を
書
か
せ
て

い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

・
姿
勢
ケ
ア
は
な
ぜ
必
要
か

　
最
初
に
私
が
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
お
客
様
の
例
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
20
代

男
性
で
腰
痛
の
為
、
友
人
の
勧
め

で
来
店
。
仕
事
を
す
る
際
に
前
傾

姿
勢
が
長
く
続
き
、
日
常
生
活
に

も
支
障
が
出
て
い
る
の
で
何
と
か

し
た
い
と
の
相
談
。
学
生
時
代
か

ら
腰
を
痛
め
て
様
々
な
所
へ
通

い
、
施
術
を
受
け
た
と
き
は
痛
み

が
楽
に
な
る
も
の
の
ま
た
痛
み
が

出
る
状
態
が
続
き
、
半
ば
諦
め
て

い
ま
し
た
。
姿
勢
の
分
析
と
調
整

を
行
い
、
腰
部
に
負
担
が
か
か
り

に
く
い
状
態
を
つ
く
り
ま
し
た
。

再
発
防
止
の
た
め
、
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
日
常
生
活
の
見
直
し
を
提
案

し
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
、「
日
常

生
活
で
の
痛
み
が
ほ
ぼ
無
く
な

り
、
仕
事
に
打
ち
こ
め
る
」
と
感

想
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
方
の
よ
う
に
、
身

体
が
痛
く
て
や
り
た
い
事
が
満
足

に
で
き
な
い
、
挑
戦
で
き
な
い
と

い
う
方
に
多
く
出
会
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
皆
さ
ん
に
姿
勢
が

良
く
な
る
こ
と
が
「
特
別
な
こ
と
」

で
は
な
く
、
年
齢
や
性
別
に
関
係

な
く
、「
ど
ん
な
人
で
も
姿
勢
を
良

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

事
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

・�

良
い
姿
勢
を
意
識
し
て
も
姿
勢

は
良
く
な
ら
な
い

　

姿
勢
を
良
く
す
る
た
め
に
絶
対

に
欠
か
せ
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
姿
勢
を
悪
く
し
な
い
よ

う
、
日
常
生
活
の
中
で
何
に
気
を

付
け
る
か
を
知
る
事
」
で
す
。
た

ま
に
「
良
い
姿
勢
に
な
る
よ
う
に

気
を
付
け
ま
す
」
と
言
う
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
姿
勢
を

良
く
す
る
こ
と
を
意
識
し
て

も
良
く
見
え
る
の
は
一
瞬
で
す
。

　
な
ぜ
な
ら
ば
、
姿
勢
が
悪

く
な
る
原
因
の
一
つ
に
「
生

活
習
慣
」が
あ
り
ま
す
。偏
っ

た
身
体
の
使
い
方
や
ケ
ガ
な

ど
要
因
が
積
み
重
な
り
、
今

の
姿
勢
の
歪
み
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め

に
は「
生
活
習
慣
を
見
直
す
」

事
が
重
要
で
す
。
最
近
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

テ
レ
ビ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
コ
ン

テ
ン
ツ
に
健
康
や
姿
勢
の
情

報
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、見
つ
け
た
情
報
が「
正

し
い
か
」、「
そ
の
方
の
身
体

の
状
態
に
適
し
た
情
報
」
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
れ
ま
で
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
講
演
会
で
も

『
そ
の
人
に
あ
っ
た
情
報
を
「
取

捨
選
択
」
で
き
る
だ
け
の
知
識
を

学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
』
と
講
師

か
ら
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ケ
ガ
を
さ
れ
た
後
の
ケ

ア
に
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
例
え
ば
、
足
首
を
捻
挫
す

る
と
、
ど
う
し
て
も
捻
挫
し
た
足

を
か
ば
っ
て
生
活
し
て
し
ま
い
ま

す
。
痛
み
が
治
ま
っ
て
も
そ
の
時

の
ク
セ
が
抜
け
な
い
で
い
る
方
は

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
昔
、
ケ
ガ
を

し
た
事
実
を
変
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
ケ
ガ
か
ら
回
復
さ
れ

た
後
の
ケ
ア
を
ち
ゃ
ん
と
行
う
こ

と
で
良
い
姿
勢
を
手
に
入
れ
る
こ

と
に
繋
が
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
姿
勢
が
気
に
な
っ
た

際
は
、
私
た
ち「
姿
勢
の
専
門
家
」

が
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。
私
た
ち
は
、
姿
勢
づ
く
り

を
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
成
長
で
き

る
よ
う
に
今
後
も
活
動
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

・
お
問
合
せ

　
姿
勢
や
身
体
の
ご
相
談
、
講
演

会
や
姿
勢
講
座
の
ご
依
頼
の
お
問

合
せ
は
「
岩
手
県
姿
勢
調
整
師
会　

徒
手
療
法
な
ん
で
も
相
談
室
」
へ

０
1
２
０－

５
1
６－

８
６
1
ま
で
。

多田　晃（ただ　あきら）

全国姿勢調整師会認定 姿勢調整師
一般社団法人 KCS 認定 姿勢科学士
UCLA 解剖実習修了
ウェスタンステイツ総合大学 姿勢科学 IDP 修了
KCS センター大船渡　店長
KCS センター盛岡南　所属
岩手県姿勢調整師会　所属
好きな言葉「元気があれば何でもできる」
盛岡市出身。東日本大震災のボランティアをきっかけに母
の故郷である大船渡市で活動を始める。
現在、大船渡市と盛岡市の2か所で臨床活動を行っている。
臨床活動以外にも、講演会開催や体験会、姿勢講座など
で姿勢の大切さについて啓蒙活動を行っている。

岩手県姿勢調整師会主催講演会の様子

腰痛有り 痛みの軽減 姿勢が改善され、
再発しにくくなった

姿勢が良くなり痛みが軽減された例（20 代男性）

1ヶ月後 1年後

※2年以上の姿勢の専門教育を受けた者
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大
船
渡
市
立
東
朋
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

参
加
し
や
す
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
め
ざ
し
て

参
加
し
や
す
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
め
ざ
し
て

岩
泉
町
立
岩
泉
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
ぬ
く
も
り
と
輝
き
」
の
あ
る
活
動
を

「
ぬ
く
も
り
と
輝
き
」
の
あ
る
活
動
を

め
ざ
し
て

め
ざ
し
て

岩泉町
北
か
ら

南
か
ら

大船渡
市

大船渡
市

20232023

20232023

特色あるPTA
　
岩
泉
に
は
地
域
全
体
で
子
供
た

ち
を
育
む
風
土
が
あ
り
ま
す
。
保

護
者
や
地
域
の
皆
様
の
中
に
は
、

休
み
の
日
に
自
家
用
車
で
校
庭
を

整
備
し
て
く
れ
た
り
、
草
刈
り
機

で
除
草
を
し
て
く
れ
た
り
す
る

方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
日

頃
か
ら
我
が
子
の
こ
と
だ
け
で
な

く
生
徒
全
員
の
こ
と
を
考
え
て
協

力
す
る
保
護
者
が
多
く
と
て
も
心

強
い
で
す
。
P
T
A
活
動
の
本
来

の
姿
が
根
付
い
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
は
生
徒
数
が
減

少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
専
門
部
や
役
員
の

数
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
と

の
意
見
も
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

役
員
会
や
理
事
会
に
お
い

て
、
組
織
や
会
議
日
数
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
活
動
内
容
を

維
持
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で

事
業
を
担
っ
て
き
た
専
門

部
を
廃
止
し
、
各
学
年
P

T
A
で
仕
事
を
割
り
振
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
学
年

P
T
A
は
生
徒
数
の
３
分
の
1
で

構
成
さ
れ
、
ど
の
保
護
者
に
も
三

年
の
う
ち
一
年
間
ず
つ
や
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
役
員
の
ポ

ス
ト
を
精
選
し
、
理
事
を
半
数
に

し
ま
し
た
。
会
議
の
開
催
日
数
も

約
半
分
に
ま
で
減
ら
し
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
試
み
が
よ
か
っ
た
か
、

や
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い

面
も
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
気
持
ち

よ
く
参
加
で
き
る
P
T
A
活
動
を

め
ざ
し
、
保
護
者
の
皆
様
や
教
職

員
と
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�

（
校
長　
鈴
木
雅
孝
）

　
本
校
は
、
令
和
３
年
４
月
に
赤

崎
中
学
校
と
綾
里
中
学
校
が
統
合

し
て
開
校
し
た
新
設
校
で
す
。
高

台
に
あ
る
校
地
か
ら
は
広
く
大
船

渡
湾
が
見
渡
せ
ま
す
。
校
訓
で
あ

る
「
切
磋
琢
磨
」
は
、
生
徒
た
ち

の
磨
き
合
い
を
示
す
も
の
で
あ
る

と
同
時
に
、
生
徒
第
一
を
旨
と
し

て
、
赤
崎
・
綾
里
両
地
域
の
保
護

者
、
地
域
の
皆
様
が
建
設
的
に
進

め
た
統
合
の
象
徴
で
も
あ
り
ま

す
。
開
校
時
は
す
で
に
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
た
た
め
、
P
T
A
活
動
も

限
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

も
地
域
や
保
護
者
の
協
力
を
得
て

取
り
組
ん
だ
こ
と
を
二
つ
紹
介
し

ま
す
。

　
ま
ず
は
、
水
産
教
室
で
す
。
保

護
者
が
勤
務
す
る
地
元
漁
協
の
全

面
的
な
ご
協
力
を
得
て
昨
年
度
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子

供
た
ち
は
、
ア
ワ
ビ
の
養
殖
施
設

の
見
学
や
漁
業
を
生
業
と
す
る

方
々
の
講
演
、
漁
船
に
乗
船
し
て

洋
上
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
な

ど
、
普
段
の
学
校
生
活
で
は
経
験

で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
今
年
度
の
P
T
A

総
会
や
授
業
参
観
と
同
日
に
開
催

し
た
P
T
A
講
演
会
で
す
。
P
T

A
教
養
部
の
事
業
の
一
つ
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
中
学
校

長
や
陸
前
高
田
市
教
育
長
を
さ
れ

て
い
た
金
賢
治
氏
を
講
師
に
お
招

き
し
、「
今
、
伝
え
た
い
こ
と
～

東
日
本
大
震
災
を
体
験
し
て
～
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
会
場
の

生
徒
や
保
護
者
、
教
職
員
の
心
に

響
く
、
前
向
き
な
気
持
ち
や
元
気

に
な
る
あ
た
た
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
戴
し
有
意
義
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
か
ら
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
保
護
者
と
教

職
員
の
連
携
を
よ
り
強
固
な
も
の

に
し
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
「
ぬ

く
も
り
と
輝
き
」
の
あ
る
活
動
を

継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

�

（
事
務
局　
高
橋
克
己
）

親子で校庭の環境整備

漁船に乗船して洋上研修をさせていただきました

講演会では竹内まりやさんの「いのちの歌」を披露
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『ＰＴＡ希望支援金』のお知らせ

　令和 5 年度がスタートしました。学校での子供たちの活動の様子から、昨年度までの活動制限が少
しずつ元に戻りつつあるように感じられます。
　PTA 活動も、様々な制限がある中で出来ることを、みんなでアイディアを出し合いながら進めてき
ました。今年度は県研究大会宮古大会も開催します。
　子供たちの元気な笑顔の姿を思い描きながら、みんなで学びあっていきたいものです。

　岩手県 PTA連合会では、子どもたちの健やか
な育ちを支援する PTA の復興支援や防災・減
災の取り組み、大規模な自然災害等で被災した
PTAとの交流など、PTAが企画・計画した活動
に対して『PTA 希望支援金』の助成を行ってい
ます。この支援金は、東日本大震災被災に対して
寄せられた義援金等をあてているものです。
　助成の対象は、岩手県 PTA連合会に加盟する
市町村 PTA に所属する単位 PTA です。申請す

る単位 PTAは、活動内容、活動予算等を記した
計画書を作成して、岩手県 PTA連合会に提出し、
提出された計画書を審査した上で、助成する単位
PTAを決定します。助成額の上限額は5万円です。
　『活動内容が PTA 活動の一つとなっているこ
と』『活動内容が復興支援や防災・減災の意識高
揚の位置づけとなっていること』が条件です。こ
の助成事業の詳細と申請用の様式は、県 P連の
ホームページや総会資料をご覧ください。

編集後記編集後記

　
私
が
こ
の
研
修
に
参
加
し
た
い

と
思
っ
た
目
的
は
、
自
分
の
地
域

の
良
い
所
と
課
題
点
を
伝
え
合
い

地
域
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
事

と
、
沖
縄
の
文
化
を
知
ら
な
い
人

達
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
学
び
、
友

達
を
作
る
事
で
す
。
こ
の
研
修
を

通
し
て
自
分
の
心
に
残
っ
た
こ
と

が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
め
は
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
で

す
。
他
の
人
達
と
の
緊
張
を
ほ
ぐ

す
た
め
み
ん
な
と
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、
お
互
い
の
趣
味
を
教
え
あ
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
班
外
の
人
と

も
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
同
じ
趣

味
を
持
つ
人
と
友
達
に
な
り
、

も
っ
と
人
と
関
わ
り
た
い
、
話
し

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
つ
め
は
野
外
炊
事
で
す
。
班

の
中
で
役
割
を
分
担
し
協
力
し
て

作
っ
た
カ
レ
ー
は
、
水
が
多
く
て

味
は
薄
か
っ
た
け
ど
、
班
内
の
人

達
と
短
い
時
間
の
中
で
絆
が
芽
生

え
、
深
め
る
事
が
出
来
た
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
人
と
協
力
し
合

う
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
三
つ
め
は
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
班
内
で
渡
さ
れ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

読
み
、
自
分
の
住
む
町
に
つ
い
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し

た
。
み
ん
な
が
住
ん
で
い
る

地
域
の
良
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
地
域
の
課
題

を
伝
え
あ
う
際
、
そ
の
地
域

に
あ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た

意
外
性
を
感
じ
る
も
の
も
た

く
さ
ん
あ
り
、
良
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
の

最
後
に
、
地
域
の
課
題
や
改

善
方
法
を
考
え
、
そ
れ
を
み

ん
な
で
発
表
し
ま
し
た
。
発

表
の
た
め
に
真
剣
に
取
り
組

む
み
ん
な
の
姿
は
素
晴
ら
し

い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て

私
は
人
の
考
え
や
意
見
を
共

有
し
、
ひ
と
つ
の
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
と
姿
勢
を

学
び
ま
し
た
。

　
沖
縄
を
離
れ
る
前
日
、
全
員
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
を
し
ま
し
た
。

私
は
そ
こ
で
「
人
と
つ
な
が
る
」

と
宣
言
し
ま
し
た
。
人
と
つ
な
が

り
、
協
力
し
合
う
こ
と
の
楽
し
さ

と
大
切
さ
を
こ
の
研
修
で
学
び
、

自
分
の
世
界
を
さ
ら
に
広
げ
た
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
五
日

間
過
ご
し
た
日
々
は
と
て
も
刺
激

的
で
あ
り
、
多
く
の
友
達
が
で
き

た
こ
と
は
私
の
人
生
の
宝
物
に
な

り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
お
世
話
に
な
り
支
え

て
下
さ
っ
た
渡
嘉
敷
村
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
沖
縄
を
、
渡
嘉
敷
村
を

訪
れ
た
い
で
す
。

人
と
つ
な
が
る

葛
巻
町
立
葛
巻
中
学
校
２
年

�

遠
藤　
亮
銘

国
内
研
修
事
業
に
参
加
し
て


